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研究の概要
人の主体的な意志・意欲に関わる心理プロセスについて、特に教育・

学習場面との関わりに注目して研究しています。基礎研究においては、
「主体的に取り組もうとする意志・意欲は、どのような経験を通して形
成されていくのか」 という問いについて、自己制御・内面化・統合といっ
た個人内過程だけでなく、規範や養育といった社会環境の影響も含め
て検討しています。応用研究においては、「教育・学習環境が主体的に
取り組もうとする意志・意欲を持つことができるものになっているか」
という観点から分析し、新たな教育・学習環境を設計・評価すること
に取り組んでいます。2025年現在は、科学教育・法教育や、探究学習・
ICT を利用した個別最適な学習などの教育実践を対象とした研究に取り
組んでいます。

 ▍ 研究の背景と結果
日々の生活の中で、「したいこと」と「しなければならないこと」と

が整合しない状況は多々あります。こうした意志・意欲面での心の葛
藤をそのままにしていては、日々の活動に主体的に取り組むことは難
しく、成果の低下や、ストレス等の精神的な不健康に繋がってしまう
こともあります。心の葛藤を減らし、主体的な意志・意欲を持って日々
の活動に取り組んでいくためには、自身と周囲の人・社会規範等との
間で生じる価値観の齟齬を調和させていくことが必要です。

教育場面でよくある例として、授業で教えられる内容を学ぶ価値が
わからず、主体的な学習意欲に繋がらないことがあります。こうした
状況では、授業で教えられた内容が日常生活の中での個人的な目標・
活動などとどのように結びつくかを考えてもらう介入手法が有効だと
言われています。著者の実施した研究でも、この介入手法を行うこと
で主体的な学習意欲が向上し、深く継続的に学ぼうとする姿勢が促さ
れることを示しています。

近年の学校教育の中では、探究学習が、この介入手法のように日常
生活と授業での学習を結びつけて主体的な意志・意欲を持つことがで
きるものとして期待されています。しかし、大規模な国際学力調査のデー
タ分析を含め、過去の実証的な研究知見からは、探究学習が必ずしも
主体的な学習意欲には繋がるとは限らないことが示されてきました。
著者らは、学習者が取り組むことの価値を見出せるような課題を設定
できるような探究学習の支援方法を開発・実施しています。

このように開発された教育支援は、幅広い層の学習者に利用しても
らえることが理想的です。しかし、著者らが自治体と共同して1年間か
けて実施した大規模な縦断調査の結果からは、教育支援の場に参加し
やすいのはもともと主体的な意志・意欲の高い層であることが明らか
になりました。商業施設で開催する、遊びをきっかけとしたプログラ
ムを実施するなど、幅広い層にも参加してもらえるような実践の開発
にも取り組んでいます。

 ▍ 研究の意義と将来展望
日々の活動に主体性をもって取り組むことは、その活動の成果を高

める面でも、個人の精神的健康の面でも、重要な要素です。しかし、

人が他者と社会生活を共にしていくためには、制度や規範に従ったり、
教育を受けたりすることが求められ、必ずしも個人の志向とは合致し
ない活動に取り組まなければならないこともあります。人の主体的な
意志・意欲に関わる心理プロセスを明らかにし、その視点から教育・
学習環境などの現実の場を分析・創造していくことで、個人の幸福と、
社会の持続的発展との双方を実現する社会設計に貢献していきたいと
考えています。
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図1．探求活動を支援する実践での参加児童の取り組みの様子
（関連する実践の詳細は後藤他（2025）で報告）

図2．�商業施設で実施した遊び（スーパーボールすくい）をきっかけとした科学
教育プログラムの様子（詳細は後藤・加納（2021）で報告）

主体的な意志・意欲に関わる心理プロセスの理解と
教育実践開発への応用
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